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特 集

“一丁噛”が行く！連載企画 第32回：大文字

ごあいさつ

　今年の暑さは異常のようですね。 熱中症で亡くなった人も多く、 体調管理に気を遣って

おられる方も少なくないでしょう。 この夏の反動 ( 疲れや体調不良 ) が秋にドッと出てこない

ことを願いつつ、 ムリをしないで涼しくなるのをひたすら待つしかないですね。

シスポート株式会社　代表取締役　米田　明

パソコンのＤＩＹ （その１）

　今年も無事に大文字が終わり夏のピークを

越えたことを実感しました。

　ところでこの大文字、正式には「大文字五山の送り火」といいます。

インターネットの百科事典「ウィキペディア」にこんな記述がありました。

　『京都では宗教行事からのいわれで「大文字五山送り火」というのが正式である（京都市観光

協会などの HP による）。一般的に、代々の京都在住者・出身者は「送り火」という表現を使うし、

あるいは単に「大文字」「大文字さん」と言うが、マスコミを含め「大文字焼き」と誤って表現

されることがしばしばある。これは、奈良高円山など他所で行われる大文字焼きと混同された

ものと思われる。京都の人々は「大文字焼き」という表現を嫌悪するのが通常である。これに

ついては、織田信長の比叡山の焼き討ちを連想させるからであるという説もある。…』と。

　織田信長はともかくとして、生粋の京都人である私は昔から｢大文字焼き｣といわれることに

違和感を覚え、そう言われる度に｢たこ焼きやお好み焼きとちゃう !｣と猛反発しています(笑)

　ところで、お盆とはいつのことかご存じですか？　皆さんの会社では今年のお盆休みはいつ

まででした？　当社では“大文字五山の送り火”が終わるまでお盆だと解して 16 日までお休み

させていただきました。しかし 16 日が月曜日だったことから京都以外では夏休みは 15 日(日)

までで 16 日から仕事されていた会社が多かったようです。

　それで、そもそもお盆とはいつまでなのか？ との疑問を覚えて調べてみました。

旧暦や新暦などチョットややこしいところもありますが、新暦では 8月 15 日がお盆で、その

翌日にお盆に帰ってきた死者の魂を現世からふたたびあの世へと送り出す送り火が焚かれるよ

うになったということのようです。『盆の 16 日は地獄の釜も休む』と亡くなったおばあちゃん

がよく言ってましたが、16 日はお盆ではなかったんですね。知らなかったのは私だけ？ (>_<) ヽ

上記の長短を見てみる、デメリットが多いように思われます。

特にＯＳはメーカー製ＰＣにプリインストールされているＯＳより、

パッケージで購入する方がはるかに割高（windows7 Professional の

標準価格は 4万円ほど )になりますので、これが大きな原因で自作

ブームは縮小しているというのが現状です。

★長所

　 ・ＯＳとのしがらみが強くないので好きなＯＳ

　　をインストールすることができる

　 ・ 自分が納得できるスペックで作れる

　 ・ 不要なアプリケーションが入っていない

　 ・ ケース （筐体） の選択肢が多く、 派手

　　なものを選ぶのも自由

　 ・ パーツ単位での交換が容易

　 ・ なんといっても少し詳しくなれる

★短所

　 ・ パーツ単位のメーカー保証などはあるが、 パソコン

　　本体にはない。 しかもパーツメーカーのほとんどが

　　海外で、 日本国内でのサポートは期待が薄い

　 ・ＯＳは付属していないし、 ましてや MS-office など

　　も当然付属していない

　 ・ 結果として意外と安くなく、 同等のスペックならメ

　　ーカー製やショップブランドの方が安いことが多い

　 ・ 処分の際、 回収してもらうメーカーが存在しないの

　　で、 自費で処分しなければならない

今回はパソコンの自作というちょっぴりマニアックな話題についてお話ししましょう。

パソコンの自作は、ごく一部のマニアの中で 1970 年代からありましたが、1990 年代に

一般の消費者でも比較的容易にできるようになり、2000 年代には成熟しました。

そもそも、パソコンを自作するということにまずどんなメリットやデメリットがあるの

でしょうか。

パーツ選びでは、各パーツの規格を決定しなければなりません。この規格が多すぎて手を

出すのが面倒になる方もいらっしゃるかも知れません。しかし実際は、ＣＰＵと電源の方式

さえ決めてしまえば後は自動的に範囲が絞り込めます。

しかし、そんな逆風をものともせず、挑戦するところに自作の楽しみがあります。

パソコンを自作するのに最低限必要なパーツは以下です（構成によっては必要でないものもあります）

　ＣＰＵ／マザーボード／メモリ／ビデオカード／ハードディスク／光学ドライブ／

　ＰＣケース／電源／ＯＳ／ディスプレイ／キーボード／マウス

実際にパーツの選択肢を絞り込むとき、私の場合は｢価格 .com｣のサイトを利用しています。

各パーツごとにカテゴライズされていて、規格や仕様などの条件で絞り込むことができる

うえ、通販の最安値が把握できます。更に口コミ掲示板もあり、非常に参考になります。

（あくまで口コミなので鵜呑みは無用ですが…）

ということで、では次回、実際にパーツを選んでみたいと思います。

【パーツのパッケージ】






